
授業計画

第１回：授業ガイダンス・微生物学発展の歴史
第２回：微生物の生物界における位置
第３回：微生物の種類と特徴
第４回：微生物の分類
第５回：原核微生物の構造と機能
第６回：真核微生物の構造と機能
第７回：中間試験
第８回：微生物の生態
第９回：微生物の生育・増殖
第１０回：細菌の遺伝と変異
第１１回：微生物の物質代謝
第１２回：ウイルスの構造と分類
第１３回：ウイルスの感染と増殖
第１３回：感染性病原体（ウイロイド・プリオン）
第１４回：微生物利用
第１５回：まとめ

　講義内容の理解度を中間試験（50％）および期末試験（50％）の合計で評価する。評価方法

　必要に応じて作製した資料を配布する。テキスト

授業の到達目標

・微生物の存在を認識し、その分類および種類を理解する。
・真核生物および原核生物の相違点・特徴を理解する。
・微生物の増殖および遺伝を理解する。
・微生物の生態を理解する。

授業概要

　地球上には多種多様な微生物が存在しており、自然界の物質循環に極めて重要な役割を果たしていることは
もとより、生活面においても環境保全や食品・医薬品の生産に利用されており、『食』・『緑』・『環境』の各分野に
おいて重要な役割を担っている。本講義では微生物学の歴史、微生物の分類、単離、培養及び増殖方法など
を学ぶ。
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